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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　α－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸の１以上の誘
導体の粉末から出発し、
ａ．α－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸の１以上の
誘導体の粉末をローラープレスで圧縮してスラグを取得し、
ｂ．前記のスラグを破砕し、かつ
ｃ．前記の破砕されたスラグを篩分けする
ことによって、本質的にα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ
－二酢酸の１以上の誘導体を含有する、易流動性でかつ貯蔵安定性の固体を製造するため
の方法において、ローラープレスでの圧縮を、３５℃を上回る融点を有するポリエチレン
グリコールを添加して行い、その際、ローラープレスでの圧縮のためのポリエチレングリ
コールの添加が、ローラープレスでの圧縮に供給されるα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及
び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸の１以上の誘導体からなる粉末及びポリエチレン
グリコールの全質量に対して２～１５質量％であることを特徴とする方法。
【請求項２】
　ローラープレスでの圧縮を、４０℃を上回る融点を有するポリエチレングリコールを添
加して行う、請求項１記載の方法。
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【請求項３】
　ローラープレスでの圧縮のためのポリエチレングリコールの添加が、ローラープレスで
の圧縮に供給されたα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二
酢酸の１以上の誘導体からなる粉末及びポリエチレングリコールの全質量に対して５～１
５質量％である、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　ローラープレスでの圧縮のためのポリエチレングリコールの添加が、ローラープレスで
の圧縮に供給されたα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二
酢酸の１以上の誘導体からなる粉末及びポリエチレングリコールの全質量に対して７質量
％である、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　ローラープレスでの圧縮を、ローラー幅及びローラー直径に対して、２～１０Ｎ／ｍｍ
×ｍｍのローラー上でのプレス圧で行う、請求項１から４までのいずれか１項記載の方法
。
【請求項６】
　他の添加剤と混合し、かつ圧縮してタブレットにすることによって食器洗浄機用タブレ
ットを製造するための、請求項１から５までのいずれか１項記載の方法により製造された
、本質的にα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸及び／又はα－アラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸の１
以上の誘導体を含有する、易流動性でかつ貯蔵安定性の固体の使用方法。
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